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'二原増男氏が瑞宝双光章に輝く・'・

町会長

井上頼武

.

よ
り
安
全
・
よ
り
美
し
い
街
に

.
倉
P
町

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
本
年

も
町
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
レ

上
げ
ま
す
。

町
会
は
皆
さ
ま
人
一
人
の

ご
協
力
が
何
よ
り
も
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
可
能
な
範
囲
で
、
お
気

軽
に
岡
会
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ぱ
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
「
よ
り
安
全
で
、

よ
り
美
し
い
街
づ
く
り
」
の
推

進
に
取
り
組
ん
て
ま
い
り
ま
す
。

福
岡
県
東
峰
村
で
は
、
昨
年

ワ
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の
際
、

支
援
が
必
要
な
「
要
支
援
者
」

へ
の
避
難
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
避
難
訓
練
の

中
で
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
避
難

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
時
の
避
難
に
「
要
支
援

者
」
へ
の
手
だ
て
を
ど
う
確
保

し
て
お
く
か
。
こ
れ
は
防
災
対

策
の
重
要
な
柱
で
す
。
ぞ
れ
だ

け
に
、
日
常
か
ら
近
隣
同
士
の

紳
を
強
め
、
身
体
の
不
自
由
な

人
な
ど
要
支
援
者
が
い
な
い
か
、

大
災
害
時
に
、
だ
れ
が
安
需

刃
山
す
る
か
を
確
か
め
て
お
く
必

要
が
あ
る
、
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
上
小
田
中
高
架
下
公

園
の
ぺ
ン
チ
に
、
仕
切
り
板
を

取
り
付
け
て
い
た
だ
い
た
お
陰

で
、
寝
泊
ま
り
す
る
人
も
い
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ゴ
ミ

の
山
の
状
態
だ
っ
た
公
園
脇
の

ツ
ツ
ジ
の
緑
地
帯
も
、
周
辺
に

四
季
折
々
の
花
を
植
え
、
花
壇

活
動
を
続
け
る
中
で
一
変
し
、

不
法
投
棄
・
ボ
イ
捨
て
も
影
を

ひ
そ
め
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
「
我
が
家
の
周
辺
」

を
よ
り
き
れ
い
に
し
、
よ
り

し
い
街
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
、
と
願
っ
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
一
ず

く
り
に
貢
献
で
き
れ

ぱ
、
と
思
っ
て
い
ま

す
」
。保

護
司
の
推
薦

を
受
け
た
の
は
、

昭
和
引
年
5
月
。
父

親
の
急
逝
を
機
に
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

に
終
止
符
を
打
ち
、

農
業
を
営
む
か
た
わ

ら
、
二
つ
の
会
社
を
立
ち
上
げ

て
問
も
な
い
こ
ろ
の
こ
と
。

「
自
営
の
た
め
、
昼
問
の
時
周

も
、
多
少
や
り
く
り
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
よ
う
で
・
:
(
笑
)
」

平
成
即
年
3
月
末
ま
で
、
 
2

期
4
年
周
に
わ
た
り
中
原
区
保

護
司
会
会
長
、
「
杜
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
中
原
区
推
進
委
員

会
委
員
長
を
担
い
、
今
な
お
、

顧
問
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
当

町
会
で
も
、
副
会
長
と
防
災
防

犯
委
員
長
を
兼
務
し
て
活
躍
中
。

「
最
近
は
、
川
崎
市
内
で
も
、

い
じ
め
に
起
因
す
る
重
大
事
件

や
振
り
込
め
詐
欺
事
件
も
多
発

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
地
元

町
会
で
地
域
住
民
の
連
帯
を
強

め
、
犯
罪
や
非
行
を
発
生
さ
せ

な
い
、
模
範
の
街
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
、
抱
負

を
キ
ッ
パ
リ
。

昨
年
の
秋
の
叙
勲
で
、
副
会

長
の
原
増
男
氏
が
、
瑞

宝
双
光
章
に
輝
き
ま
し

た
。
保
護
司
歴
創
年
の

功
労
を
称
え
て
授
章
さ

れ
」
も
の
。

れ
月
3
日
付
の
叙
勲

者
発
表
後
、
 
8
日

午
首
1
時
か
ら
法
務
省

大
、
堂
で
伝
達
式
、
午

後
3
時
か
ら
皇
居
の
豊

明
殿
で
、
妻
の
逸
子
さ

ん
同
伴
で
天
皇
陛
下
へ

の
採
謁
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。「

こ
の
よ
う
な
栄
誉

に
預
か
り
、
身
に
余
る

光
栄
で
す
。
受
章
を
励

み
に
、
身
を
引
き
締
め

で
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
立
ち
直
り
を
支
え
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
に
務
め
て

少
し
で
も
安
心
・
安
全
な
街
づ
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貞特設公衆電話設置

消火ホースキット

第38号(2

AED心肺蘇生訓練

応急処置訓練

水消火器司1練

避難通路の確保

伯
月
鉛
日
、
中
原
区
役
所
の

危
機
管
理
担
当
職
員
二
人
の
誘

導
で
、
小
田
中
・
向
町
・
東
町

の
3
町
会
か
ら
な
る
聾
学
校
避

難
所
運
営
会
議
メ
ン
パ
ー
に
よ

る
避
難
所
開
設
訓
練
が
同
校
敷

地
内
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
午
前

9
時
に
、
震
度
5
強
以
上
の
地

震
発
生
を
想
定
し
、
体
育
館
入

口
に
運
営
会
議
メ
ン
パ
ー
が
参

集
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
井
上
委
員
長
が
開
設

訓
練
の
概
要
説
明
を
含
め
開
会

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
上
杉
校
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
 
2
班
に

分
か
れ
、
開
設
副
練
を
開
始
し

ま
し
た
。

釧
練
は
、
 
1
施
設
開
錠
(
校

ー
ノ
門
・
体
育
館
)
②
校
門
か
ら
体

育
館
に
至
る
ま
で
の
動
線
等
の

安
全
確
認
③
受
付
の
設
置
④
特

設
公
衆
電
話
に
よ
る
中
原
区
本

部
へ
の
避
難
所
開
設
報
告
⑤
避

難
ス
ペ
ー
ス
・
避
難
通
路
の
確

保
⑥
備
蓄
倉
庫
の
物
資
確
認
1

な
ど
に
つ
い
て
研
修
し
、
午
前

伯
時
に
終
了
し
ま
し
た
。

小
田
中
・
東
町
合
同
で
防
災
訓
練

聾
学
校
避
難
所
開
設
訓
練
終

了
後
午
前
伯
時
即
分
か
ら
、

中
原
消
防
署
、
中
原
消
防
団
大

戸
分
団
の
協
力
・
指
導
の
も
と
、

小
田
中
町
会
と
東
町
町
内
会
合

同
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

ナ

週
周
前
に
は
台
風
町
号
が

来
襲
こ
の
日
も
台
風
詑
号
が

迫
っ
て
く
る
最
中
の
臨
場
感
あ

る
雨
中
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
急
き
ょ
会
場
を
当

初
予
定
の
校
庭
か
ら
体
育
館
に

変
更
し
、
井
上
町
会
長
の
開
会

あ
い
さ
つ
後
 
4
班
に
分
か
れ

て
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。

^
仇
一
ユ
ヅ
ア
ル
ト
航
災
創
練

台
風
が
接
近
、
大
雨
の
中
、

予
定
通
り
円
月
訟
日
午
前
円
時

よ
り
「
通
報
」
と
「
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
つ
か
っ
た
安
否
確

認
」
の
訓
練
を
実
施
。
参
加
率

は
朋
%
で
昨
年
よ
り
増
加
。
通

報
か
ら
集
計
ま
で
約
巧
分
。

続
い
て
中
原
消
防
署
員
よ

り
、
水
消
尖
器
の
使
い
方
・
消

火
ホ
ー
ス
キ
ツ
ト
並
ぴ
に
楽
々

に
ん
が

ソ
フ
ト
担
架
の
使
用
方
法
譽
与

真
】
を
学
ぴ
ま
レ
た
。
今
年
度

購
入
し
た
、
エ
レ
ペ
ー
タ
ー
が

使
用
不
能
の
災
害
時
に
、
歩
行

困
難
な
人
の
避
難
に
使
う
ソ
フ

ト
担
架
2
台
。
使
用
方
法
を
し

つ
か
り
学
ぴ
ま
し
た
。

動
画
に
よ
る
「
避
難
梯
子
の

訓
練
」
少
し
難
し
い
「
防
災
ク

イ
ズ
⑳
周
」
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
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夏の「5町去合同おおがやと納涼盆踊り大会」
は子どもたちが太鼓を叩いてくれました。(7月)

早朝のラジオ体操はすがすがしい(7月)
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多くの方が参加してくれました 01月)
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関神社からの御神輿にわが町会女性陣も参加。
イ「わっしょい!わっしょい!」伯月)

晴天の元でグランドゴルフ大会(7月)

.

大人も子どもも参加しての

キックベースボール大会(11月)

、,
^

餅つき大会には多くのちびっ子が参加。
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買
付
先
で

レ
イ
ア
ウ
ト
を

又
玄
寺
交
差
点
に
面
し

た
花
壇
は
、
ツ
ツ
ジ
と
小

さ
な
花
々
て
行
き
交
う

人
々
を
潤
す
場
所
と
な
り

ま
し
た
。

町
会
の
素
人
有
志
の
集

ま
り
で
す
が
、
年
に
2
回

の
花
の
植
え
替
え
を
楽
し

く
や
っ
て
お
り
ま
す
。
遠

い
け
れ
ど
も
安
く
手
に
入

る
苗
を
求
め
て
車
2
台
で

買
付
に
行
き
、
ぞ
の
日
の

花
苗
と
の
出
会
い
で
花
壇

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
ま
す
。
「
こ

ち
ら
の
花
の
色
が
い
い
か
し
ら
?

い
や
あ
の
色
は
ど
う
か
し
ら
?
」

と
。
迷
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
も

楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。レ

イ
ア
ウ
ト
を
し
て
花
を
購

入
1
が
一
般
的
で
す
が
、
我

:
=
二
◆
.
#
=
:
一
=
:
,
一
一
=
:
#
=
◆
,
一
二
=
.
一
三
:
一
一
二
◆
惨
一
一
=
◆
●
=
=
.
●
"
'
●
●
一
=
●
゛
●
=
=
◆
,
ニ
=
●
●
"
二
●
●
=
=
◆
,
=
二
◆
●
二
二
◆
●
一
=
一
●
,
ニ
=
◆
●
=
=
●
●
一
二
●
◆
●
二
=
゛
●
一
=
ぎ
,
#
二
◆
,
=
=
●
●
=
二
●
●
"
'
;
=
=
.
●
二
一
ぎ
.
一
三
◆
.
一
広
゛
◆
.
=
ニ
:
ニ
ニ

、

、、

、、

、、Ⅷ

、

、

、

、

、

獣

、、、

の
影
響
を
受
け
、
海
の
男
に
憧
て
大
勢
の
知
り
合
い
が
で
き
る
と
し
て
、
関
神
社
の
祭
礼
・
一
兀

わ
が
町
の
風
轟
れ
れ
■
0
1
ー
'
水
ノ
 
t
を
、
■
1
 
■
票
・
ー
ー
ー

産
大
学
校
に
入
学
。
卒
業
後

礼
に
参
加
す
る
よ
う
に
躍
し
行
事
を
大
い
に
盛
り
上
げ

関
睦
会
長

一
、
、

水
産
関
連
の
会
社
に
就
職
。

な
っ
た
。
そ
う
し
た
な
て
い
る
。

斉
藤
勉
さ
ん

三

し
か
し
、
勤
め
て
2
年
目
の
夏
、

か
、
地
元
の
関
神
社
の
会
長
と
し
て
舗
年
、
地
域
の

1兇

鳶
職
の
父
が
建
前
で
転
落
し
大

祭
礼
が
あ
ま
り
に
活
気
文
化
保
存
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

獅

怪
我
を
負
っ
た
こ
と
で
家
業
を

が
な
い
の
で
、
平
成
5
 
地
域
と
岡
会
の
連
帯
と
紳
を

継
ぐ
こ
と
に
な
り
現
在
に
至
る
。

年
、
中
原
消
防
団
・
大
ケ
も
っ
と
強
め
た
い
と
心
に
固
い

の

町
会
に
お
い
て
は
、
盆
踊
り
や

谷
戸
班
の
メ
ン
パ
ー
が
決
意
が
張
っ
て
い
る
。

ヒ

祭
礼
で
本
職
を
生
か
し
て
設
営

発
起
人
と
な
り
、
翌
年
「
お
神
輿
は
担
ぎ
手
同
士
の
高

イ
、文

に
大
き
な
力
を
発
揮
し
協
力
を

神
輿
会
「
関
睦
」
が
結
揚
感
と
体
感
、
そ
の
後
に
や
っ

地
元
小
田
中
に
昭
和
釧
年
1
 
頂
い
て
い
る
。

成
さ
れ
半
纏
も
作
り
、
て
く
る
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

一

鳶
職
の
長
男
と
し
て
生
ま
鳶
職
の
世
界
に
入
り
、
[
若
鳶

会
長
に
推
挙
さ
れ
る
。
が
で
き
ま
す
よ
」
と
語
る
口
調

云

れ
る
。
高
校
生
の
時
、
加
山
雄
会
」
に
参
加
。
梯
子
乗
り
や
纏

現
在
は
価
名
の
会
員
は
熱
い
。
皆
さ
ん
こ
の
感
触
を

帆

三
の
映
画
「
若
大
将
シ
リ
ー
ズ
」
振
り
、
木
這
等
の
稽
古
を
通
し
と
と
も
に
関
神
社
神
輿
保
存
会
味
わ
っ
で
み
武
せ
ん
か
?

凧^
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二
#
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●
◆
三
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●
●
幸
"
●
◆
,
一
#
●
含
一
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◆
幸
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◆
三
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●
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広
=
●
◆
多
二
●
◆
髭
=
:
圭
=
'
◆
多
"
'
;
広
一
:
豊
#
.
◆
二
三
.
^

が
ク
ラ
プ
は
そ
の
反
対
。
レ
か
し
、

皆
で
考
え
て
植
え
た
花
々
は
、

そ
れ
な
り
に
美
し
い
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
皆
様
は
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
?
一
緒

に
活
動
し
た
い
方
、
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ま
せ
(
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
ク
ラ
プ
メ
ン
パ
ー
)
。

,
.

鴫
、

"
ー

'
ム

、
、

◆
編
集
後
記
◆

●
ご
近
所
誘
い
合
っ
て
町
会

へ
参
加
を
そ
の
心
温
か
い

交
流
が
、
地
域
の
力
と
な
り

自
分
や
家
族
を
守
る
力
に
な

り
ま
す

●
副
会
長
の
原
増
男
氏
が
、

栄
誉
あ
る
叙
勲
を
長
年
の

地
道
な
保
護
司
と
し
て
の
責

務
遂
行
に
深
く
敬
意
を
表
し

ま
す

●
繰
り
返
し
行
う
防
災
訓
練

基
本
の
訓
練
が
、
大
災
害
時

に
役
立
つ
は
ず
同
じ
訓
練

を
忘
れ
て
も
忘
れ
て
も
繰
り

返
し
続
け
ま
し
ょ
う

.

会
議
用
机
を
新
し
く
購
入

既
存
の
机
は
催
事
用
と
し
て
倉
庫
に
保
管
。
椅
子
を
整
理
す
る

た
め
の
イ
ス
ラ
ッ
ク
も
新
た
に
購
入
し
ま
し
た

リ

.
"

r
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平成30年1月1日 会報こだなか
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平成30年町会の主な行事予定

1月会報「こだなか」発行

"(こ)新春凧揚げ大会

2月(こ)作品展(市子連主催)

ガ(こ)野球部お別れ会

ガ役員,委員新年研修会

3月美化運動

ガ(こ)こども夢パーク(津田山)

h (す)友愛訪問

/ノグランドゴルフ大会

4月歩こう会

5月通常総会

リ各部総会

υ(す)区老連演芸大会

6月美化運動

7月グランドゴルフ大会

ガおおがやと納涼盆踊り大会

※(婦)=婦人部 (こ)=こども会

(す)=すみれ会

※毎月,第 1日曜日町会役員会

楽(す)毎月・第2木曜日例会・誕生
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